
第７５回税理士試験 消費税法

第二問（計算）解答

〔表示内容の説明〕

配 点：● ・・・ １点（５０点）

Ⅰ 課税標準額に対する消費税額

【課税標準額】

計 算 過 程 （単位：円）

１．標準税率

⑴ 国内取引

① 不動産賃貸収益 ８，２５０，０００円＋２，７５０，０００円＝ １１，０００，０００円●

② 雑収入 ２４２，４５３円

③ 固定資産売却益

イ 営業車 １，９６９，６０６円－１２，０５０円＝ １，９５７，５５６円

ロ マンションＡ ４９５，０００，０００円

ハ ビルＢ ５００，０００，０００円＋３３０，２３３円＝ ５００，３３０，２３３円

ニ イ～ハの計 ９９７，２８７，７８９円●

④ ①～③の計 １，００８，５３０，２４２円

１，００８，５３０，２４２円×１００／１１０＝ ９１６，８４５，６７４円

⑵ 特定課税仕入れ ５０，１８４，３４７円●

⑶ ⑴＋⑵＝ ９６７，０３０，０２１円 → ９６７，０３０，０００円

２．軽減税率
金

⑴ 総売上高 ３，６８７，０４８，９５５円－４６７，８７４，５００円＝ ３，２１９，１７４，４５５円●
３，９４７，７４７，０００円

３，２１９，１７４，４５５円×１００／１０８＝ ２，９８０，７１７，０８７円 → ２，９８０，７１７，０００円
額

３．１＋２＝ ３，９４７，７４７，０００円

【課税標準額に対する消費税額】

計 算 過 程 （単位：円）

１．標準税率 ９６７，０３０，０００円× ７．８％＝ ７５，４２８，３４０円

２．軽減税率 ２，９８０，７１７，０００円×６．２４％＝ １８５，９９６，７４０円
金

３．合計 ２６１，４２５，０８０円
●２６１，４２５，０８０円

額

Ⅱ 仕入れに係る消費税額の計算等

【課税売上割合】

計 算 過 程 （単位：円）

１．課税資産の譲渡等の対価の額

⑴ ９１６，８４５，６７４円＋２，９８０，７１７，０８７円＋●４６７，８７４，５００円＝ ４，３６５，４３７，２６１円

６．２４ １００
⑵ ５４，６４９，４４９円－５４，６４９，４４９円× × ＝ ５０，６０１，３４１円

１０８ ７８

⑶ ⑴－⑵＝ ４，３１４，８３５，９２０円

２．その他の資産の譲渡等の対価の額

⑴ 総売上高

① 受取利息配当金 ９，７８６円＋７６５，４７４円＝ ７７５，２６０円

② 不動産賃貸収入 ３０，９３４，５３０円＋２，９７０円＋５０，０００，０００円＋６，０００，０００円＝ ８６，９３７，５００円●

③ 有価証券売却収入 ３４７，４００，０００円×５％＝ １７，３７０，０００円●

④ リサイクル預託金 １２，０５０円×５％＝ ６０２円●

⑤ 固定資産売却益 ３３０，０００，０００円＋５５０，０００，０００円＋８２，５５０円＝ ８８０，０８２，５５０円● 次ページへ続く

（無断複写・転載を禁ず）

（３）



【課税売上割合】（続き）

計 算 過 程 （単位：円）

⑥ ①～⑤の計 ９８５，１６５，９１２円

⑵ 対価の返還等 ２，９７０円●

⑶ ⑴－⑵＝ ９８５，１６２，９４２円

３．資産の譲渡等の対価の額

１＋２＝ ５，２９９，９９８，８６２円

４．課税売上割合
● ４，３１４，８３５，９２０円

４，３１４，８３５，９２０円 リバースチャージ 課税売上割合
＜ ９５％ ∴ ５，２９９，９９８，８６２円

５，２９９，９９８，８６２円 方式適用あり

【仕入れに係る消費税額の計算方法の判定】

計 算 過 程 （単位：円）

１． ４，３１４，８３５，９２０円 ＞ ５００，０００，０００円 ∴ 按分控除●

４，３１４，８３５，９２０円
２ ＝ ０．８１４１… ＜ ９５％

５，２９９，９９８，７７５円

個別対応方式又は
□ 全額控除 ☑

判定結果 一括比例配分方式

いずれかに✓を付すこと

【仕入れに係る消費税額】

計 算 過 程 （単位：円）

１．課税資産の譲渡等にのみ要するもの

⑴ 課税仕入れに係る消費税額

① 標準税率

イ 役員報酬及び給料手当 ７，６９７，０６３円

ロ 広告宣伝費 ２６，５６０，０００円

ハ 旅費交通費 ３，８１９，４７６円－３，０００円＋８，２００円＋５４７，０００円＝ ４，３７１，６７６円●

ニ 地代家賃 １２，３４６，０００円－３，９６０，０００円＝ ８，３８６，０００円●

ホ 製造原価報告書

⒜ 当期材料仕入高 １３，６８０，４９２円●

⒝ 賃金 ３７，８４３，９２０円

⒞ 福利厚生費 ８４５，６１０円＋６００，０００円＝ １，４４５，６１０円

⒟ 消耗品費 １６９，３２８，９１６円

⒠ 修繕費 １９０，２６３，４４１円

⒡ 水道光熱費 ７５，８１２，９２１円

⒢ 試験研究費 ４，６９９，５４６円＋２，２０４，３２０円－（５４５，０００＋１６５，０００円）

＋５，１３８，４０１円＋４，９６１，３６０円＝１６，２９３，６２７円●

⒣ 雑費 ９，６９４，３２４円

⒤ ⒜～⒣の計 ５１４，３６３，２５１円●

ヘ イ～ホの計 ５６１，３７７，９９０円

７．８
５６１，３７７，９９０円× ＝ ３９，８０６，８０２円

１１０

② 軽減税率

イ 当期材料仕入高 ４５６，０１２，６５４円－１３，６８０，４９２円＝ ４４２，３３２，１６２円●

ロ 試験研究費 ５７，９９６，９７３円－４，６９９，５４６円＋７，０２８，２４４円＝ ６０，３２５，６７１円●

ハ イ＋ロ＝ ５０２，６５７，８３３円

６．２４
５０２，６５７，８３３円× ＝ ２９，０４２，４５２円

１０８ 次ページへ続く

（無断複写・転載を禁ず）

（４）



【仕入れに係る消費税額】（続き）

計 算 過 程 （単位：円）

⑵ ８０％控除対象の課税仕入れ（標準税率）

① 地代家賃 ３，９６０，０００円

７．８
３，９６０，０００円× ×８０％＝ ２２４，６４０円●

１１０

⑶ 特定課税仕入れ

① 広告宣伝費 ５０，１８４，３４７円

７．８
５０，１８４，３４７× ＝ ３，９１４，３７９円●

１００

２．その他の資産の譲渡等にのみ要するもの

⑴ 課税仕入れに係る消費税額（標準税率）

① 有価証券売却手数料 １３，２００円

７．８
１３，２００円× ＝ ９３６円●

１１０

３．共通して要するもの

⑴ 課税仕入れに係る消費税額

① 標準税率

イ 役員報酬及び給与手当 １，２２５，８９３円●

ロ 福利厚生費 １６０，６００円＋１２０，０００円＝ ２８０，６００円●

ハ 広告宣伝費 ６５０，０００円＋５，４９０，０００円＝ ６，１４０，０００円●

ニ 旅費交通費 ７１３，４５４円－１，５００円＋１０３，０００円＝ ８１４，９５４円

ホ 接待交際費 １２，０６５，４０５円－２，３４６，５００円－３，４５０，０００円－１，１００，０００円＝ ５，１６８，９０５円●

へ 通信費 ２，１７２，３８９円－１２５，５００円＝ ２，０４６，８８９円

ト 修繕費 １，９８７，６０３円

チ 教育関連費 ２，７５６，４３２円－８８０，０００円＝ １，８７６，４３２円●

リ 雑費 １，８００，０００円＋４３１，０００円＋１，２３７，０５４円－２１０，７５５円－（８７０，０００円－１８１，７００円）＝ ２，５６８，９９９円●

ヌ 水道光熱費 １，１９５，５７９円

ル 消耗品費 ２，５４６，１９８円
●

ヲ 賃借料 ２，７６４，５３７円

ワ 支払手数料 ８，９６７，４８１円

カ 仲介手数料 ２７，２９１，０００円※１＋３４，７１６，０００円※２＝ ６２，００７，０００円●

※１ マンションＡ ※２ ビルＢ（どちらも判定していて●）

４９５，０００，０００円 ５００，３３０，２３３円
＜ ０．８１４１… ∴ 共通対応 ＜ ０．８１４１… ∴ 共通対応

８２５，０００，０００円 １，０５０，４１２，７８３円

ヨ 製品不良関連損失 ２１０，９８９，３４５円＋４，０１０，６８０円＋１３，０９４，４００円＋４５，５２６，６００円－４，５０１，０００円＋７８４，２３０円

＝ ２６９，９０４，２５５円●

タ 車両購入費 ８，２０１，４２０円●

レ イ～タの計 ３７７，６９６，７４５円

７．８
３７７，６９６，７４５円× ＝ ２６，７８２，１３２円

１１０

② 軽減税率

イ 雑費 ７５４，０００円＋２４３，０００円＋２１０，７５５円－１８１，７００円＝ １，０２６，０５５円

６．２４
１，０２６，０５５円× ＝ ５９，２８３円●

１０８

⑵ ８０％控除対象の課税仕入れ

① 標準税率

イ 接待交際費 ２，３４６，５００円

ロ 教育研修費 ８８０，０００円

ハ 雑費 ８７０，０００円－１８１，７００円＝ ６８８，３００円

次ページへ続く

（無断複写・転載を禁ず）

（５）



【仕入れに係る消費税額】（続き）

計 算 過 程 （単位：円）

ニ 製品不良関連損失 ４，５０１，０００円

ホ イ～ニの計 ８，４１５，８００円

７．８
８，４１５，８００円× ×８０％＝ ４７７，４０４円●

１１０

② 軽減税率

イ 雑費 １８１，７００円

６．２４
１８１，７００円× ×８０％＝ ８，３９８円●

１０８

４．課税仕入れ等の税額の合計

⑴ 課税仕入れに係る消費税額

① 標準税率
７．８

５６１，３７７，９９０円＋１３，２００円＋３７７，６９６，７４５円＝ ９３９，０８７，９３５円 ９３９，０８７，９３５円× ＝ ６６，５８９，８７１円
１１０

② 軽減税率
６．２４

５０２，６５７，８３３円＋１，０２６，０５５円＝ ５０３，６８３，８８８円 ５０３，６８３，８８８円× ＝ ２９，１０１，７３５円
１０８

⑵ ８０％控除対象の課税仕入れ

① 標準税率
７．８

３，９６０，０００円＋８，４１５，８００円＝ １２，３７５，８００円 １２，３７５，８００円× ×８０％＝ ７０２，０４４円
１１０

② 軽減税率 ８，３９８円

⑶ 特定課税仕入れ ３，９１４，３７９円

５．控除対象仕入税額

⑴ 個別対応方式

① 標準税率 ３９，８０６，８０２円＋２２４，６４０円＋３，９１４，３７９円＋（２６，７８２，１３２円＋４７７，４０４円）×０．８１４１…＝ ６６，１３８，３５８円

② 軽減税率 ２９，０４２，４５２円＋（５９，２８３円＋８，３９８円）×０．８１４１…＝ ２９，０９７，５５２円

③ ①＋②＝ ９５，２３５，９１０円

⑵ 一括比例配分方式

① 標準税率 （６６，４８３，９１０円＋７０２，０４４円＋３，９１４，３７９円）×０．８１４１…＝ ５７，８８４，２１４円

② 軽減税率 （２９，１０１，７３５円＋８，３９８円）×０．８１４１…＝ ２３，６９９，１４６円
金

③ ①＋②＝ ８１，５８３，３６０円
９５，２３５，９１０円

⑶ ⑴ ＞ ⑵ ∴ ９５，２３５，９１０円
額

【仕入に係る消費税額の調整】

計 算 過 程 （単位：円）

（課税売上割合が著しく変動した場合の調整対象固定資産に関する仕入に係る消費税額の調整）

１．調整対象固定資産の判定

⑴ ソフトウェア ３１，５００，０００円×１００／１１０＝ ２８，６３６，３６３円 ≧ １，０００，０００円 ∴ 該当する ●

⑵ 車両（その他部門用） ８，２０１，４２０円×１００／１１０＝ ７，４５５，８３６円 ≧ １，０００，０００円 ∴ 該当する

（注） 車両は当課税期間が第３年度の課税期間に該当しないため、調整対象固定資産の著しい変動の調整はない。

２．著しい変動の判定（計算過程に●）

⑴ 仕入れ等の課税期間の課税売上割合

３，２４５，２８７，５５２円／３，２６０，１２０，１９８円＝ ０．９９５４…

⑵ 通算課税売上割合

① 課税資産の譲渡等の対価の額 ３，２４５，２８７，５５２円＋３，４５２，４３３，５６６円＋４，３１４，８３５，９２０円＝ １１，０１２，５５７，０３８円

② 資産の譲渡等の対価の額 ３，２６０，１２０，１９８円＋３，５５１，９２８，７２２円＋５，２９９，９９８，８６２円＝ １２，１１２，０４７，７８２円

③ 通算課税売上割合 ①／②＝ ０．９０９２…

⑶ 著しい変動の判定

① 変動率 ② 変動差

０．９９５４…－０．９０９２… ０．９９５４…－０．９０９２…＝ ０．０８６２… ≧ ０．０５
＝ ０．０８６６… ＜ ０．５

０．９９５４… ∴ 著しい変動なし●

（無断複写・転載を禁ず）

（６）



【仕入に係る消費税額の調整】（続き）

計 算 過 程 （単位：円）

（居住用賃貸建物を課税賃貸用に供した場合等の仕入に係る消費税額の調整）

１．居住用賃貸建物の判定

⑴ マンションＡ （４２０，０００，０００＋３３０，２３３）×１００／１１０＝ ３８２，１１８，３９３円 ≧ １０，０００，０００円 ∴ 該当する●

⑵ ビルＢ （１２０，０００，０００円＋３８０，０００，０００円）×１００／１１０＝ ４５４，５４５，４５４円 ≧ １０，０００，０００円 ∴ 該当する●

２．課税譲渡等割合

⑴ マンションＡ

① 課税分
１００

４９５，０００，０００円× ＝ ４５０，０００，０００円
１１０

② 非課税分

６，８７５，０００円＋４１，２５０，０００円＋３０，９３４，５３０円＋２，９７０円－２，９７０円＝ ７９，０５９，５３０円

③ ①＋②＝ ５２９，０５９，５３０円

④ 課税譲渡等割合

４５０，０００，０００円
＝ ０．８５０５…●

５２９，０５９，５３０円

⑵ ビルＢ

① 課税分
１００

（５００，０００，０００円＋３３０，２３３円）× ＝ ４５４，８４５，６６６円
１１０

② 非課税分

５０，０００，０００円＋５０，０００，０００円＝ １００，０００，０００円

③ ①＋②＝ ５５４，８４５，６６６円

④ 課税譲渡等割合

４５４，８４５，６６６円
＝ ０．８１９７…●

５５４，８４５，６６６円

３．調整税額

⑴ マンションＡ

７．８
① （４２０，０００，０００円＋３３０，２３３円）× ＝ ２９，８０５，２３４円●

１１０

② ２９，８０５，２３４円×０．８５０５…＝ ２５，３５１，３１５円

⑵ ビルＢ

３８０，０００，０００円
① （１６０，０００，０００円＋１６０，０００，０００円＋１７２，０００，０００円）× ＝ ３７３，９２０，０００円

５００，０００，０００円

７．８
② ３７３，９２０，０００円× ＝ ２６，５１４，３２７円●

１１０

③ ２６，５１４，３２７円×０．８１９７…＝ ２１，７３５，６４１円

⑶ ⑴＋⑵＝ ４７，０８６，９５６円

調整税額 ●４７，０８６，９５６円

調整後の仕入に係る消費税額 １４２，３２２，８６６円

【売上げに係る対価の返還等に係る消費税額】

計 算 過 程 （単位：円）

１４，２４７，２８９円＋４０，４０２，１６０円＝ ５４，６４９，４４９円

６．２４
５４，６４９，４４９円× ＝ ３，１５７，５２３円

１０８ 金

●３，１５７，５２３円

額

（無断複写・転載を禁ず）

（７）



【貸倒れに係る消費税額】

計 算 過 程 （単位：円）

６．２４
４７５，４３１円× ＝ ２７，４６９円

１０８

金

●２７，４６９円

額

Ⅲ 差引税額又は控除不足還付税額の計算

【差引税額又は控除不足還付税額】

計 算 過 程 （単位：円）

１．標準税率 ７５，４２８，３４０円－（６６，１３８，３５８円＋４７，０８６，９５６円）＝△３７，７９６，９７４円
金

２．軽減税率 １８５，９９６，７４０円－（２９，０９７，５５２円＋３，１５７，５２３円＋２７，４６９円）
１１５，９１７，２００円

＝ １５３，７１４，１９６円
額

３．１＋２＝ １１５，９１７，２２２円 → １１５，９１７，２００円（百円未満切捨）

Ⅳ 中間納付税額の計算

【中間納付税額】

計 算 過 程 （単位：円）

【中間申告の要否の判定】

１０７，１６４，２００円
＝ ８，９３０，３５０円 ＞ ４，０００，０００円 ∴ 申告必要

１２

８，９３０，３００円（百円未満切捨）×１１回＝ ９８，２３３，３００円

【中間納付税額】

９８，２３３，３００円

金

●９８，２３３，３００円

額

Ⅴ 納付税額又は中間納付還付税額の計算

【納付税額又は中間納付還付税額】

計 算 過 程 （単位：円）

金

１１５，９１７，２００円－９８，２３３，３００円＝ １７，６８３，９００円 １７，６８３，９００円

額

（無断複写・転載を禁ず）

（８）


